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1． 卸 売 業 商 店 の 比 率

2． 卸売業の 1店あたり販売額

3． デパート・スーパーマーケット等の分布

1．卸売業商店の比率

1970年6月1月現在の卸売業の商店数は 25.6万店で1968年にくらべ

て6.9％増加している。

全商店にたいする卸売業商店の比率は11.9％である。

卸売業商店の比率は、東京都中央区の51.6％、千代田区の46.8％、名古屋

市中区の40.1％、大阪市東区の69.6％、西区の55.9％、浪速区の42.9％、福

島区の42.8％など大都市中心部でとくに高い。また、地場産業をもつ都市

などでも高い比率を示している。

一方、卸売業商店のない市町村は240で、全市町村数の7％に相当する。

卸売業の商店のうち、機械器具卸売業が4万9000店(16.0％)、食料・飲

料卸売業が3万8700店(15.1％)、農畜産物・水産物卸売業が2万7300店

(10.7％)をしめている。

1968年にたいする1970年の卸売業商店数の伸び率は、医薬品・化粧品卸

売業11.8％、機械器具卸売業11.2％、家具・建具・じゅう器卸売業10.6％な

どが高い伸び率を示すが、繊維品卸売業、鉱物・金属材料卸売業などは、

ほぼ増減なしである。

卸売業商店の1店あたり従業者数は、5～9人の店が全体の28.5％、3～4

人の店が23.0％、1～2人の店が20.3％、10～19人の店が16.0％となってい

る。

〔凡例と作図の要点〕

この図は1970年6月1日現在の商店にたいする卸売業商店の比率を表

示した。卸売業には代理商、仲立業もふくまれている。

〔資料〕

1．通商産業省，昭和45年商業統計表第2巻産業編下

2．通商産業省，わが国の商業，1973

2．卸売業の1店あたり販売額

1969年6月1日から1970年5月31日までの卸売業の1店あたり平均

販売額は3億4773万円で、1968年にくらべて8040万円、30.1％増加した。

これを業種別にみると、各種商品卸売業(各種商品を扱い常時従業者100人

以上の事業所)が、1399億7118万円である。各種商品卸売業を除いた1店

あたりの販売額は2億610万円で、業種別にみると、鉱物・金属材料卸売業

が9億8372万円、繊維品卸売業が7億1660万円、機械器具卸売業が4億

605万円である。さらにこれを地域別にみると各種商品卸売業の多くが集

中している東京郡では、千代田区が20億4200万円、港区が16億4600万

円、中央区が14億2800万円、大阪市の東区、西区、浪速区と名古屋市の中

卸売業の商店数の推移 卸売業の年間販売額の推移

（わが国の商業から作成）
（わが国の商業から作成）

卸売業の業種別商店数の割合（1972）
総数 259，900店

（わが国の商業から作成）

区がそれぞれ10億円以上で、そのほか県庁の所在する都市は一般に高い値

となっている。

〔凡例と作図の要点〕

この図は1969年6月1日現在の一般卸売業(卸売業から代理商、仲立業

を除いたもの）の1店あたりの販売額を表示した。ただし販売額は調査日

前1年間のものである。1市町村内の商店数が1または2の場合には、その

商店の秘密を保護するため統計数字が秘匿される。この図ではこのような

市町村は統計の公表されていない市町村として表示した。

〔資料〕

1．通商産業省，昭和45年商業統計表第2巻産業編下

2．通商産業省．わが国の商業，1973

3．デパート・スーパーマーケット等の分布

1972年12月31日現在の百貨店の数は291店で、その総売場面積は375

万m2であり、1970年にくらべて26店増加した。

セルフサービス店は1972年5月1日現在、1万634店で、一般小売業の

0.7％に相当し、その売場面積は559万m2である。店の数は1970年にくら

べて1231店、1968年にくらべて3572店も増加した。

商店を売場面積の規模別にみると、百貨店では2万m2以上の店が52店、

1～2万m2の店が78店、またセルフサービス店では1500m2以上の店が

588店、1000～1500m2の店が773店である。1972年の年間販売額はデパー

ト2兆6690億円、セルフサービス店2兆4476億円、そのうち売場面積

1000m2以上のセルフサービス店1兆1140億円で、一般小売業にたいしそ

れぞれ約9.5％、8.7％、4.0％となっている。

百貨店の売場面積1m2あたり販売額と従業員1人あたり販売額は月平

均5.9万円と138.3万円である。これを百貨店の所在する地域別にみると、

大都市のものは8.5万円と180.3万円、その他の都市のものは4.0万円と

102万円である。

セルフサービス店の売場面積1m2あたり販売額と従業員1人あたり販

売額は年間44万円と1182万円である。

1971年10月1日に行われた割賦販売実態調査によると、月賦百貨店の

年間販売額は1346億円、その企業数は268である。そのうち売場面積1000

m2以上の月賦百貨店は約14％をしめ、各企業は平均すると月賦百貨店2

店を所有している。
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〔凡例と作図の要点〕

1974年10月1日現在の売場面積1000m2以上の、百貨店、月賦百貨店と

スーパーマーケット等の分布を表示した。

百貨店：産業分類上の百貨店（衣食住に関する各種の商品を小売する店舗

で、従業者50人以上のもの）のうち、百貨店法の適用を受ける店舗、すな

わち同一店舗の床面積の合計が1500m2以上（六大都市と政令指定都市で

は3000m2以上）のもの。

月賦百貨店：割賦販売店（年間販売額のうち割賦販売の割合が50％以上の

小売店）のうち月賦販売を専業とする百貨店。

スーパーマーケット等：セルフサービス店（売場面積100m2以上で、その

50％以上についてセルフサービス方式を採用している小売店）で、スーパ

ーマーケット（食品スーパー）、スーパ－ストア（衣料スーパー）、ディス

カウントストア、ゼネラルマーチャンダイズストア、バラエティストア等

年商1億円以上の大量販売店。

〔資料〕

1．株式会社商業界，'75日本スーパーマーケット名鑑

2．株式会社日本マーケッティング教育センター，71年版全国ビッグストア

マップ掲載店リスト

3．通商産業省，わが国の商業，1973

4．通商産業省，百貨店販売統計年報，1972

5．通商産業省，昭和47年セルフサービス店に関する統計表

デパート･セルフサービス店の デパート･セルフサービス店の

年間販売額の推移

年間販売額の割合（1972）

売場面積別の商店数と年間販売額の割合（1972）
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卸売業商店の比率

卸 売 業 商 店 の 比 率

卸売業商店のない市町村

全商店数に対する卸売業商店の割合

2.5％未満

2.5％以上

5.0％以上

5.0％未満

7.5％未満

7.5％以上 10.0％未満

10.0％以上 15.0％未満

15.0％以上

20.0％以上

20.0％未満

都府県界

市町村界および東京都の区界

政令指定都市の区界

1970.6.1現在

全国平均11.9％
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卸売業の1店あたり販売額

卸売業の 1店あたり販売額

年間販売額

2,500万円未満

2,500万円以上 5,000万円未満

5,000万円以上 10,000万円未満

10,000万円以上 15,000万円未満

15,000万円以上 20,000万円未満

20,000万円以上

25,000万円以上

25,000万円未満

統計が公表されていない市町村

卸売業商店のない市町村

都府県界

市町村界および東京都の区界

政令指定都市の区界

全国平均3億4773万円
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デパート・スーパーマーケット等の分布
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